
 

 

 



 

 

講評 

例年通り大問 4 題で、そのうち２題が力学です（前期も力学２題でした）。全体に煩雑な計算が多く、時間がかか

ります。 

 

大問１ 力学  

素材としては見慣れたものですが、文字が多く、書き間違いや計算ミスをしがちです。 

大問２ 電磁気 

設問ごとに丁寧に回路を描き、一つずつ落ち着いて立式することが大事になります。回路の得手不得手で差が出

るかと思われます。 

大問３ 原子 

[A]は定番ですが、[B]は不慣れな受験生も多かったのではないでしょうか。時間が足りないことを考えると、（オ）

まで正解できれば良いでしょう。 

大問４ 力学 

大問の中で最も解きやすかったのではないでしょうか。手堅く問４までは取りたいところです。 

 

以上を踏まえて、合格には正答率 65%くらいほしいです。 

 


